
１）社会状況と背景
２）PN（プラチナナース）の理解
３）高齢者ケア施設・看護・入居者の特徴
４）高齢者施設における多職種連携協働

研修の目的と内容
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研修の目的
超高齢社会における人材確保の課題、プラチナナース（PN）
の可能性を知り、高齢者ケア施設で活躍する視点を得る



入居高齢者のその方らしい生活の継続
本人・家族・職員の満足感・納得感ある穏やかな最期を目指し
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特別養護老人ホームにおけるケア管理者である看護職のケア管理能力自己評価票の開発(沢田,2018）日本老年看護学会誌 を参考に作成
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